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追
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合
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せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
貢
献

二
年
生
全
員
に
よ
る
奉
仕
作
業

感謝の気持ちを込めて日ごろの通学路をきれいに。

肝属川のゴミも一生懸命に拾いました。

ごみの分別中。袋がいっぱいになりました。

「芸術鑑賞教室～劇団無限『坊ちゃん』～」
―県民週間における本校の取組の一環―

本校では毎年，県民週間に併せて，「芸術鑑賞会」を実施し，保護者
の皆様にも鑑賞していただいています。今年は，「劇団無限」をお招き

して「坊ちゃん」を鑑賞しまし
た。
保護者の皆様にも多数御鑑賞

いただき，「久しぶりの演劇鑑
賞で楽しかった。」「子どもが芸
術に触れるよい機会だった。」
との感想をいただきました。
また，「公開授業」や授業公

開も行い，こちらもたくさんの
保護者の方々にお越しいただき
ました。

期
末
考
査
最
終
日
の
十
二
月
一
日
（
木
）

午
後
、
二
年
生
全
員
で
学
校
周
辺
の
河
川
や

道
路
等
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

一
時
間
程
の
活
動
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち

は
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
、
繁
華
街
の
歩

道
や
日
ご
ろ
の
通
学
路
、
肝
属
川
沿
い
を
中

心
に
活
動
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
ご
み
袋
約

二
〇
袋
も
の
量
を
回
収
し
、
学
校
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
別
処
理
を
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
日
ご
ろ
通
学
し
て
い
る
道
路

に
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
落
ち
て
い
る
こ
と
に
驚

く
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
活
動
で
街
が
き
れ

い
に
な
っ
た
こ
と
に
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
「
ご
み
を

捨
て
な
い
」
こ
と
を
改
め
て
誓
い
ま
し
た
。

本
校
の
奉
仕
作
業
は
、
一
学
期
は
三
年
生
が

実
施
し
、
一
年
生
は
学
年
末
考
査
の
最
終
日
（
二

月
二
三
日
）
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。



毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。
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鹿屋高校生涯学習県民大学
「書道」講座の卒業式

９月２０日（火）午後６時３０分か
ら，地域の皆様１６名の御参加をいた
だき，平成２３年度県民大学を開講し
ました。今年度は本校書道室で石川教
諭（芸術科・書道），青柳教諭（国語）
が，全２２時間を担当しました。
講義の日程

９月２０日（火）開講式
９月２７日（火）
１０月 ４日（火）
１０月１１日（火）
１０月１８日（火）
１０月２５日（火）
１１月 １日（火）
１１月 ８日（火）
１１月１５日（火）
１１月２２日（火）
１１月２９日（火）閉講･卒業式
全１１回（２２時間）

開講式での校長あいさつ

自
転
車
・単
車
の
交
通
マ
ナ
ー
向
上
を

本
校
で
は
、
現
在
「
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
御
家
庭
で
も
、

朝
の
登
校
の
前
に
「
車
に
気
を
付
け
て
、

速
度
を
抑
え
て
運
転
し
な
さ
い
ね
」
と

声
掛
け
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

２ 年 修 学 旅 行
―関西の歴史と文化を堪能ー

１１月１５日から３泊４日の日程で，２年生が関西方面への

修学旅行を行いました。

この修学旅行の目的は，京都をはじめとする関西の歴史や文

化に触れることで，自国の歴史や文化を尊重する態度をはぐく

むとともに、集団生活を通して生徒相互の友情と社会性を養う

ことにあります。

訪問先は，立命館大学や清水寺，ユニバーサルスタジオなど

でした。また，２日目の京都市内の班別自主研修では，班ごと

に金閣寺や銀閣寺，二条城などの世界遺産を巡ったり，大学を

訪問したりしました。どの観光地でも時間前には集合完了する

など，三星健児の素晴らしさを実感できた修学旅行でした。

大阪城での記念撮影 二条城での自主研修

ＵＳＪも満喫しました！ 夕食バイキングを堪能！

１ 年 野 外 実 習
―地域の自然と歴史を史跡を学ぶー
１１月１８日（金）に「野外実習」が実施されました。この

行事は，郷土の歴史や地理，自然に直接触れ，関心を深めると

ともに，観察・実習したことを自分でまとめる態度や能力を養

うことを目的に，毎年１年生を対象に実施しています。

当日はあいにくの雨模様でしたが，南回り班と北回り班の二

班に分かれて予定通り実施しました。

説明役の先生方は事前に下見をし，また，放課後を利用して

何度も事前研修を行いました。

現在，推薦入試等で面接練習を行っている３年生が思い出に

残る行事を述べる際に必ず出てくるのがこの「野外実習」です。

少しでも６６期生の地域理解に繋がったら幸いです。

土持堀深井戸にて バス車中でも研修中

唐仁古墳群にて 肝属本城趾への道
（南九州新聞でも紹介されました。）

１年生対象の「職業講話」を実施 １１月１２日（土）

生徒の進路意識を早い時期から高め，高校生としての勤労観や職業観を養うとともに，

自らの生き方や進路選択の糧にすることを目的に，本校では毎年，１年生を対象とした

「職業講話」を開催しています。

今年も１２人の皆様に１０講座に分かれて御講義を頂きました。

講師は，地域で活躍されている方や本校卒業生を中心に，弁護士（鹿児島地方裁判所

鹿屋支部），税務職員（鹿屋税務署），獣医師（県鹿屋食肉衛生検査所），検査技師（健康

プラザ鹿屋医療センター），建設（山佐産業），製造（フェスティバロ），研究者（水産総

合研究センター志布志栽培漁業センター），アナウンサー（ＭＢＣ南日本放送），演出家

（鹿屋市文化会館），サービス業（ＪＴＢ九州鹿児島支店）の方々にお願いしました。生

徒たちは，実体験に導かれた講話を聞き，一層勉学に励もうと決意したようでした。

ＰＴＡ研修視察（11月16日(水)）

保護者３４人と職員１人の総勢３５人

で，ＰＴＡ研修視察を実施しました。今

年度の研修は，宮崎大学，宮崎公立大学

にそれぞれ１時間３０分程度滞在し，大

学側からの説明を受けました。この研修

で，子どもの進路を検討したり大学生活

を知ったりする上で意義あるものとなり

ました。

出発が午前８時，帰着も午後５時前と

いう強行日程でしたが，充実した研修に

なりました。来年度は，更に新たな研修

視察先を開拓したいとの感想も聞かれま

した。


